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1. はじめに 
 朝鮮時代の司譯院は、外交通訳を担うと同時に、外国語教育機関としても機能していた。

ここには漢学・倭学・蒙学・女真学の四学が置かれ、満洲人の入関後には女真学が清学へ

と改められた。現存する清学書としては、読本類の『八歳兒』・『小兒論』・『三譯総解』・

『淸語老乞大』と、辞書類の『同文類解』・『漢淸文鑑』が挙げられる（小倉 1914a: 44-45; 
1914b: 257-262; Lie 1972: 19-21; 邵磊 2011: 290）。 
 清学書におけるハングル表記の満洲語文語は、必ずしも満洲文字で書かれた満洲語文語

を一対一で転写したものではない。例えば、満洲語文語の CVwV（C＝子音、V＝単母音

または二重母音）に相当する語形が、ハングル表記では 1 音節で書かれる場合もあれば、

2 音節で書かれる場合もある。また、満洲語文語の e に対応するハングル表記や io に対応

するハングル表記などにも、それぞれ複数の対応形式が見られる。ハングル表記の満洲語

文語は、満洲文字では表しきれない発音上の細部を、ある程度反映している可能性がある。

清学書における満洲語文語の満洲文字表記とハングル表記の対応関係に関する研究とし

ては、池上（1951; 1954; 1963）、今西（1958）、성백인（1984）、岸田（1989）、Ikegami（1990）、
崔宰宇（1997）、菅野（2005）、邵磊（2011; 2016）、和田（2013）、王敵非（2013）、邵磊・

多麗梅（2022; 2023）、邵磊・金龍軍（2022）、邵磊・林茶英（2022）、邵磊・王敵非（2022）、
邵磊・任國俊（2023）などが挙げられる。 
 満洲文字とハングルの表記対応の問題を検討するには、ハングルで記された満洲語文語

の語を、対応するメレンドルフ式転写にもとづいて配列し、整理する作業が有効であると

考えられる。そこで本稿では、清学書『淸語老乞大』（全八巻）の第四巻にあるハングル

表記の満洲語文語の語について、メレンドルフ式転写にもとづき索引を作成する。 
 최동권 외（2012: 497-612）も『淸語老乞大』の索引を提供しているが、本稿の索引はそ

れと以下の点で異なる。 
[1] 索引の性質。최동권 외（2012: 497-612）の索引には、満洲語文語メレンドルフ転写と

それに対応する朝鮮語訳を掲載しているが、索引に満洲語文語のハングル表記を記してい

ない。そのため、満洲語文語のハングル表記を参照するたびに『淸語老乞大』の原文を確

認する必要がある。一方、本稿の索引は、満洲語文語メレンドルフ転写とそれに対応する

ハングル表記を対照させたものであり、本稿の索引により、『淸語老乞大』におけるハン

グル表記の満洲語文語の語形を直接参照でき、両者の対応関係が一目瞭然となる。 
[2] 索引の対象単位。최동권 외（2012: 497-612）の索引は複合語や、後接する格助詞を含

むまとまり（例：ahūn deo i「兄弟の」）を一つの対象単位として扱っている。一方、本稿

の索引は、スペースを含まない個々の語を対象単位とする。 

 
* 本稿は、中国国家社会科学基金後期資助項目「満語支語言音系学研究」（課題番号 22FMZB009）の助成
を受けた研究成果の一部である。本稿の執筆にあたり、北京工業大学の李嘉豪氏よりご協力を賜った。

また、Sulfaより貴重な助言をいただいた。ここに記して深甚なる謝意を表する。 
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[3] 出現箇所の表示方法。최동권 외（2012: 497-612）の索引では、語彙の出現箇所を「巻:
葉」の形式で示している。一方、本稿の索引では、「巻-葉-行-個」の形式を採用しており、

これにより該当する葉の何行目の何語目として出現しているかを特定することができる。 
[4] 対象範囲。최동권 외（2012: 497-612）は『淸語老乞大』全巻を対象とした索引である。

本稿はその第四巻に限定した索引である。 
 
2. ハングル表記満洲語文語の索引 
 次表は、清学書『淸語老乞大（巻之四）』におけるハングル表記の満洲語文語の語形を、

メレンドルフ式転写のアルファベット順に配列したものである。 
[1] 第 1 列には、満洲文字で書かれた語のローマ字転写（メレンドルフ式転写）と、その

語の和訳を示している。和訳については、羽田（1937）、田村ほか（1966-1968）、福田（2008）
等を参考にした。なお、和訳は原則として『淸語老乞大（巻之四）』中の文脈に限定した

意味ではなく、一般的な語義に基づくものとする。 
[2] 第 1 列の動詞については、原則として未完了形とその和訳を記載している。ただし、

『淸語老乞大（巻之四）』における記録が未完了形以外の形式である場合には、第 1 列に

未完了形と和訳を示すとともに、その下の行には、対応する語形を併記している。 
[3] 第 2 列には、『淸語老乞大（巻之四）』に見られるハングル表記の満洲語文語の語形を

示している。 
[4] 第 3 列は、当該語形が『淸語老乞大（巻之四）』原書のどこに出現しているかを示した

ものである。たとえば「(4-1a-2-3)」は「第 4 巻-第 1葉 a面-第 2行-第 3 語」を表す。「第

X 語」とは、ハングル表記の満洲語文語のみを対象に順に計数した場合の X 番目に現れ

る語を指す（ハングル表記の満洲語文語以外の語は計数から除外する）。 
 

表 1：『淸語老乞大（巻之四）』ハングル表記満洲語文語索引 
メレンドルフ式転写と和訳 ハングル表記 出現箇所 
abka「空」 압카 (4-2a-2-5) (4-9b-6-5) (4-17a-2-1) 
absi「どう；なんと；どこに」 압시 (4-1b-1-2) 
acabumbi「会わせる；合わせ

る；混合する」 
--- --- 

 acabufi 아챠부피 (4-14a-4-5) 
acambi「会う；合う」 --- --- 
 acafi 아챠피 (4-10b-4-1) 
 acambihe 아챰비허 (4-3b-2-5) 
 acara 아챠라 (4-3a-5-4) 
aciha「積荷」 아치하 (4-7a-5-6) (4-10a-2-4) (4-10a-6-3) (4-10b-3-

1) (4-13a-5-4) (4-15a-4-2) 
acimbi「駱駝や馬に荷物を積

む」 
--- --- 

 aciha 아치하 (4-10b-3-4) 
 acime 아치머 (4-15a-4-3) 
adali「同様」 아다리 (4-4b-2-2) 
adarame「如何に」 아다라머 (4-1a-4-2) (4-12b-1-2) (4-18a-5-1) (4-18b-5-

1) (4-19b-3-2) (4-19b-5-3) (4-20b-3-5) (4-
24a-6-3) 
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age「兄」 아거 (4-1a-2-2) (4-2b-3-5) (4-6a-2-2) (4-7a-3-3) 
(4-10b-5-1) (4-17a-4-2) (4-17b-6-3) (4-18b-
6-3) (4-19b-1-4) (4-23a-1-3) 

ahūn「兄」 아훈 (4-17a-5-4) 
ai「何；何の」 애 (4-11a-2-5) (4-13b-4-1) (4-16a-5-3) (4-17b-

1-1) (4-17b-4-1) (4-20a-1-5) (4-20a-6-3) 
aibe「何を」 애버 (4-12b-5-6) (4-19b-4-3) 
aibide「どこに」 애비더 (4-2b-2-2) (4-6b-1-3) 
aika「もし；もしかしたら」 애카 (4-1a-5-5) (4-4b-1-4) 
ainambi「何をする、どうす

る」 
애남비 (4-7a-2-1) 

 ainaha 애나하 (4-18a-3-6) 
 ainara 애나라 (4-6a-4-4) 
ainu「なぜ」 애누 (4-11b-3-4) 
ajige「小さい」 아지거 (4-17b-1-3) (4-18a-2-6) (4-24a-3-1) 
akdambi「信頼する」 --- --- 
 akdaci 악다치 (4-16a-5-1) 
akū「無い」 아쿠 (4-1b-3-6) (4-4a-1-1) (4-5a-6-2) (4-6a-6-2) 

(4-10b-6-1) (4-12b-2-3) (4-15b-2-3) (4-16a-
6-7) (4-17a-5-6) (4-17b-4-3) (4-18b-3-4) (4-
21a-5-1) (4-23b-1-4) (4-23b-6-7) (4-24b-3-7) 

alambi「告げる」 --- --- 
 ala 아라 (4-13b-4-5) 
alban「公務；官；賦課」 알반 (4-22a-4-2) 
alimbi「受ける；引き受ける」 --- --- 
 alime 아리머 (4-17b-4-5)1 (4-18a-4-3) (4-21a-2-2) 
amala「後ろ(に)；後に；これ

から」 
아마라 (4-6b-2-2) (4-8b-6-2) (4-21b-4-1) (4-22a-6-

4) (4-23a-3-1) (4-25a-4-3) 
amargi「北；後ろ」 아말기 (4-5a-3-4) 
amasi「後ろに」 아마시 (4-7b-3-6) (4-19a-6-6) 
amba「大きい」 암바 (4-1a-2-1) 2  (4-17a-4-1) 3  (4-17b-6-6) (4-

19b-1-3) 
ambula「多い；大いに」 암부라 (4-5b-6-4) (4-10b-6-4) (4-21a-4-4) 
amcambi「追う」 --- --- 
 amcame 암챠머 (4-12a-1-4) 
amhabumbi「眠らせる」 --- --- 
 amhabuki4 암하부키 (4-8b-5-4) 

 
1 原書の当該箇所における満洲語文語のハングル表記は、印刷が不鮮明である。 
2 原書の当該箇所における満洲語文語のハングル表記は、印刷が不鮮明である。 
3 原書の当該箇所における満洲語文語のハングル表記は、印刷が不鮮明である。 
4 当該動詞は、『増訂清文鑑』では amgabumbiと綴られている。見出し語 amgabumbi「使睡」を参照され
たい。 
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amhambi「眠る」5 암함비 (4-1a-4-3) 
 amhaki 암하키 (4-8a-4-5) 
 amhakini 암하키니 (4-7b-4-1) 
 amhame 암하머 (4-8b-2-3) 
amtalambi「味を見る」 --- --- 
 amtalame 암타라머 (4-16a-6-3) 
amtan「味」 암탄 (4-14a-3-2) (4-16a-3-5) 
amu「眠り」 아무 (4-7b-5-2) (4-8b-2-2) 
anahūnjambi「謙譲する」 --- --- 
 anahūnjara 아나훈쟈라 (4-19a-2-2) 
anda「友」 안다 (4-4a-1-3) (4-4b-5-1) (4-13b-3-2) (4-16b-5-

2) 
andase「anda (友)の複数」 안다스 (4-4a-6-1) (4-5b-3-4) (4-24b-4-1) 
angga「口」 앙가 (4-21a-6-2) 
anggala「〜よりもむしろ；〜

のみならず」 
앙가라 (4-1a-4-5) (4-4b-4-1) 

aniya「年」 아냐 (4-2a-2-3) (4-3b-3-3) (4-4a-6-5) (4-4b-2-1) 
(4-5a-1-6) (4-12b-2-5) (4-17b-1-7) (4-18a-1-
3) 

antaha「客」 안타하 (4-1b-2-4) (4-3b-1-2) 
antaka「どうか」 안타카 (4-2a-1-4) (4-5b-2-6) (4-6a-5-3) (4-13a-3-2) 
ara「ああ」 아라 (4-9a-2-2) 
arambi「作る；書く；〜のふ

りをする」 
--- --- 

 araha 아라하 (4-10b-4-3) 
 arame 아라머 (4-3a-3-5) (4-4a-5-1) (4-5a-4-4) (4-5b-2-4) 

(4-23b-6-4) (4-24b-5-1) (4-24b-5-5) 
asuru「(後に否定を表す要素

を伴って)あまり〜ない」 
아수루 (4-5a-2-5) 

ba「所；里(距離単位)」 바 (4-11b-1-5) (4-11b-2-6) (4-11b-4-2) (4-18b-
3-3) (4-21a-4-6) 

babe「所/里を」 바버 (4-5b-4-4) (4-13b-4-3) (4-18b-1-6) 
babi「〜所がある；〜里ある」 바비 (4-11a-3-2) (4-11b-1-3) (4-12a-5-2) (4-21b-

3-3) 
baci「所/里より」 바치 (4-3a-6-4) 
bade「所/里に」 바더 (4-2b-1-5) (4-6a-6-3) (4-9a-6-6) (4-10b-6-2) 

(4-20a-3-2) (4-20b-5-3) 
  

 
5 当該動詞の語幹は、『増訂清文鑑』では amga- と綴られている。見出し語 amgambi「睡」を参照された
い。一方、『大清全書』には amga- と amha- の両綴りが収録されている。見出し語 hiri amgaha「鼾睡。
睡熟了。」および amhambi -ha「睡。」を参照されたい。 
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bahambi「得る」 바함비 (4-6b-1-4)6 
 baha (完了) 바하 (4-11b-6-1) 
 bahaci 바하치 (4-20a-4-2) 
 bahara 바하라 (4-22b-5-2) 
baibi「徒らに；ただ」 배비 (4-6b-6-4) (4-15b-1-2)7 
baimbi「探す；求める；目掛

ける」 
--- --- 

 baime 배머 (4-21b-6-7) (4-22a-6-1) 
 baire 배러 (4-1b-3-4) (4-4a-2-1) 
baita「事」 배타 (4-24a-3-2) 
baitalambi「使う」 배타람비 (4-19b-3-3) 
 baitalaci 배타라치 (4-19b-5-4) (4-20b-3-6) 
 baitalara 배타라라 (4-25a-5-1) 
baniha「感謝」 바니하 (4-6a-1-1) (4-10b-4-2) 
banjimbi「暮らす；生む；生

まれる」 
--- --- 

 banjifi 번지피 (4-5b-5-4) 
bargiyambi「収める」 --- --- 
 bargiyafi 발갸피 (4-9a-6-7) 
 bargiyaha 발갸하 (4-4b-2-4)8 
 bargiyahakū 발갸하쿠 (4-2a-5-2) (4-3b-4-1) (4-5a-2-6) 
 bargiyame 발갸머 (4-15a-3-2) 
baru「〜に向かって」 바루 (4-20b-1-3) (4-24a-4-1) 
basumbi「嘲笑する」 바숨비 (4-21b-1-4) 
be「私たち(除外的)」 버 (4-1a-2-3) (4-2a-6-1) (4-2b-5-1) (4-3a-3-2) 

(4-10b-5-2) (4-14a-4-3) (4-17a-2-3) (4-23a-
1-4) (4-23a-6-1) (4-24b-5-3) 

be「を」 버 (4-1b-5-1) (4-2a-1-1) (4-2a-4-3) (4-2b-1-1) 
(4-2b-4-2) (4-3a-2-4) (4-3a-5-5) (4-3b-1-4) 
(4-3b-2-3) (4-3b-3-5) (4-4a-3-2) (4-5a-2-4) 
(4-6a-4-3) (4-6a-5-1) (4-6b-1-2) (4-6b-4-4) 
(4-6b-6-2) (4-7a-1-5) (4-7a-3-6) (4-7a-5-7) 
(4-7b-1-1) (4-8a-1-6) (4-8b-5-1) (4-8b-6-8) 
(4-9a-4-6) (4-9a-6-2) (4-9b-4-4) (4-10a-1-4) 

 
6 通常、文末助詞 oは疑問詞疑問文には用いられない。しかし、최동권 외（2012: 264）のメレンドルフ
式転写に「morin i orho turi be aibide bahambio?」があり、ここでは oと疑問詞 aibideが共起している。『淸
語老乞大』原書の当該箇所における満洲文字表記およびハングル表記は、いずれも bahambio ではなく、
bahambiに対応する形で現れている。 
7『淸語老乞大』の原文は muse aciha acime geneki šun tob seme inenggi dulin ofi mujakū halhūn oho ecimari 
olhon ningge jetere jakade baibi kangkambiであり、baibiに対応する原書の朝鮮語訳は「그저」である。「그저」
は現代語でも「그저」の意味であり（南廣祐 1997: 179）、日本語では「ただ」と訳されることが多い（두산동아 
사서편집국 1994: 315）。一方、『新滿漢大詞典』（胡增益 1994: 61; 2020: 103）では、baibiには「略，略微，
稍微」（少し）の意味があると記述されており、この意味の唯一の例として挙げられているのが、まさに

上記の『淸語老乞大』の例であり、当該箇所の baibiは「有点」（少し）と訳されている。 
8 原書の当該箇所における満洲語文語のハングル表記は、印刷が不鮮明である。 
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(4-10a-2-5) (4-10a-4-1) (4-10a-5-1) (4-10a-
6-4) (4-10b-2-2) (4-10b-3-2) (4-12a-1-3) (4-
13a-2-4) (4-14a-2-2) (4-14b-1-1) (4-14b-2-3) 
(4-14b-4-4) (4-15a-2-5) (4-15b-5-3) (4-15b-
6-2) (4-16a-2-6) (4-16a-4-4) (4-16b-2-1) (4-
16b-6-1) (4-16b-6-5) (4-19a-1-2) (4-19a-6-5) 
(4-19b-2-1) (4-19b-4-2) (4-19b-6-3) (4-20a-
5-8) (4-20b-3-4) (4-21b-3-6) (4-21b-4-6) (4-
21b-5-5) (4-21b-6-6) (4-22a-5-1) (4-22b-3-4) 
(4-23a-2-2) (4-23a-3-3) (4-24a-2-4) (4-24a-
4-4) (4-24a-6-2) (4-24b-3-2) (4-25a-2-4) (4-
25a-3-5) (4-25a-5-3) 

beging「漢語北京」 버깅 (4-12a-6-1) 
bele「米」 버러 (4-1b-6-2) (4-2b-3-3) (4-3a-2-3) (4-3b-5-7) 

(4-3b-6-5) 
beleningge「出来合いのも

の」 
버러닝거 (4-6b-6-1) 

belhebumbi「準備させる」 --- --- 
 belhebuki 벌허부키 (4-13b-5-3) 
benjibumbi「送ってこさせ

る」 
--- --- 

 benjibu 번지부 (4-25a-5-6) 
benjimbi「送ってくる」 --- --- 
 benjifi 번지피 (4-5b-5-4) 
 benjire 번지러 (4-16b-5-1) 
 benju 번쥬 (4-13b-2-3) 
beye「体；自分」 버여 (4-14a-4-4) (4-24b-4-3) 
beyei「体/自分の」 버예 (4-2a-6-5) 
bi「私」 비 (4-3b-6-2) (4-5a-1-2) (4-5a-3-2) (4-5b-5-1) 

(4-7a-4-1) (4-8b-1-4) (4-8b-4-2) (4-11a-1-1) 
(4-11b-4-4) (4-12b-2-1) (4-13b-2-4) (4-13b-
5-1) (4-16b-1-2) (4-17a-4-3) (4-17b-1-5) (4-
18a-1-1) (4-18b-2-3) (4-18b-5-2) (4-21a-2-1) 
(4-21a-4-1) (4-21b-5-2) (4-23b-5-4) (4-24a-
1-4) 

bi「ある；いる」 비 (4-2b-3-4) (4-6a-2-6) (4-6b-3-1) (4-11b-2-2) 
(4-15b-3-5) (4-16b-4-4) (4-17b-3-6) (4-23b-
3-7) (4-25a-2-1) 

 bici 비치 (4-4b-2-5) (4-14a-4-1) (4-16b-3-3) 
 bicibe 비치버 (4-6a-3-4) (4-18a-3-5) 
 bihe 비허 (4-4a-1-2) (4-11b-3-2) 
 bikini 비키니 (4-16b-2-4) 
 bime 비머 (4-11a-2-3) (4-12a-6-6) 
 bio  (4-23b-1-2) (4-25a-1-5) 
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bibumbi「留める」 --- --- 
 bibufi 비부피 (4-21b-4-2) 
 bibuhe 비부허 (4-1b-4-5) 
birebumbi「小麦粉を麺棒で

伸ばさせる；毛氈を作らせ

る；突撃させる」 

--- --- 

 birebufi9 비러부피 (4-2a-3-7) 
bisan「洪水」 비산 (4-2a-3-5) 
bodombi「考える；計算する」 --- --- 
 bodoci 보도치 (4-3b-1-5) 
 bodome 보도머 (4-14b-4-5) 
boihoji「主人」10 뵈호지 (4-1b-3-2) (4-6a-2-1) (4-10b-1-4) (4-10b-3-

5) (4-14b-5-2) (4-23a-1-2) 
bolori「秋」 보로리 (4-2a-3-1) 
boo「家；部屋」  (4-15b-3-4) (4-23a-2-1) (4-23b-3-6) (4-24a-

2-3) 
boode「家/部屋に；家/部屋
で」 

더 (4-5a-4-1) (4-5b-4-2) (4-7a-4-4) (4-10a-2-2) 
(4-24a-5-3) (4-25a-4-5) 

booi「家/部屋の」  (4-5a-6-4) (4-6b-2-1) 
bošombi「追い出す」 --- --- 
 bošome 보쇼머 (4-6b-4-5) (4-9a-6-3) (4-10a-1-5) (4-21b-4-

7) (4-22b-3-5) (4-23a-3-4) 
buda「飯」 부다 (4-1a-2-7) (4-2b-5-5) (4-3a-3-4) (4-4a-4-7) 

(4-5a-4-3) (4-5b-2-3) (4-5b-5-3) (4-6b-3-3) 
(4-8a-1-3) (4-8a-3-3) (4-11a-5-1) (4-14b-3-4) 
(4-20b-5-1) (4-24b-4-4) (4-24b-5-4) 

budai「飯の」 부대 (4-1b-6-1) 
bujan「林」 부쟌 (4-12a-2-6) 
bumbi「与える」 --- --- 
 bu 부 (4-3a-3-1) (4-19b-1-2) 
 buci 부치 (4-2a-1-3) (4-5b-2-5) (4-6a-5-2) 
 bucina 부치나 (4-3a-5-7) (4-19a-5-2) (4-19b-2-2) (4-20a-6-

2) 
 bufi 부피 (4-4b-5-6) (4-14b-4-6) (4-20b-5-4) 
 burakū 부라쿠 (4-21a-3-5) 
 bure 부러 (4-2b-3-1) (4-4a-3-3) 

 
9『増訂清文鑑』における見出し語 birebumbi の漢訳は、「使趕麵」（小麦粉を麺棒で伸ばさせる）、「使桿
氊子」（毛氈を作らせる）、「使衝闖」（突撃させる）である。一方、『淸語老乞大』の当該箇所(4-2a-3-7)に
おける birebufiは bisan de birebufiという文脈に用いられており、原書における朝鮮語訳は「쟝마의씻기여」
である。『増訂清文鑑』の akšanと alisunの満洲語説明文には mukei bisan de birebufiと bisan de birebufiの
表現が見られ、『淸語老乞大』の当該箇所における bisan de birebufiと同じ用法であると考えられる。使役
の「突撃させる」に対応する受身は「突撃される」であり、「洪水に突撃される」に相当する意味で「洪

水に遭う」という意味を表していると考えられる。 
10 当該語は『増訂清文鑑』では boigojiと綴られている。見出し語 boigoji「主人」を参照されたい。一方、
『大清全書』では boihojiと綴られている。見出し語 boihoji「主人婆。家主。」を参照されたい。 
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ce「彼ら；彼女たち」 쳐 (4-7b-3-5) 
cembe「彼らを；彼女たちを」 쳠버 (4-7b-3-2) 
ceng「漢語城」 쳥  
 (šun ceng「順城」)  (4-22a-3-3) 
ci「より」 치 (4-21b-3-1) 
cihai「任意に」 채해 (4-3a-5-3) 
cimari「明日；朝」 치마리 (4-1b-1-1) (4-7b-5-1) 
colambi「煎る；炒める」 --- --- 
 colaha 쵸라하 (4-13a-4-1) 
coohiyan「朝鮮」 햔11 (4-12b-6-4) 
dabsun「塩」 답순 (4-14a-3-5) 
daci「もとより」 다치 (4-3b-6-3) 
dagilambi「準備する」 --- --- 
 dagilara 다기라라 (4-24b-3-3) 
dahambi「従う；投降する」 --- --- 
 dahaki 다하키 (4-7a-3-7) 
 dahame 다하머 (4-1b-5-2) (4-19a-1-3) (4-22a-5-2) 
dalbade「傍らに/で」 달바더 (4-23b-3-1) 
damu「もっぱら；ただ；しか

し」 
더무 (4-2b-4-5) (4-3b-3-1) 

dasambi「改める；治す；治め

る」 
--- --- 

 dasame 다사머 (4-11b-5-5) 
dasatambi「整える；身繕いす

る；修理する」 
--- --- 

 dasata 다사타 (4-10a-6-5) 
de「に；で」  더 (4-1b-3-3) (4-2a-3-3) (4-2a-3-6) (4-2b-2-4) 

(4-2b-5-4) (4-3a-5-1) (4-3b-5-4) (4-5a-5-5) 
(4-7b-5-4) (4-8a-6-3) (4-9b-2-2) (4-9b-3-2) 
(4-9b-3-7) (4-10b-3-6) (4-11a-4-4) (4-11a-5-
5) (4-11a-6-2) (4-12a-6-2) (4-12b-5-2) (4-
13a-6-6) (4-13b-6-3) (4-14b-2-7) (4-14b-6-5) 
(4-15a-1-3) (4-15b-2-5) (4-16a-4-7) (4-17a-
5-1) (4-18b-1-4) (4-20a-1-3) (4-20a-2-3) (4-
21b-1-3) (4-22a-4-4) (4-23a-3-8) 

dedumbi「横になる」 --- --- 
 dedume 더두머 (4-9a-3-3) 
 dedure 더두러 (4-5b-4-3) 

 
11『同文類解』と『淸語老乞大』における coohiyan「朝鮮」のハングル表記に違いが見られる。『同文類
解』における coohiyan「朝鮮」は、[1]「암바 곤 이 햔」（amba forgon i coohiyan）「冬大季」(1-37b-6-
2/3/4/5)、[2]「커시 더 헝키[러✓]러 햔」（kesi de hengkilere coohiyan）「謝恩使」(1-37b-7-1/2/3/4)、[3]「햔」
（coohiyan）「朝鮮」(2-32a-6-1)に出現しているが、coohiyan「朝鮮」の cooに対応するハングル表記はい
ずれも「」ではなく「」である。一方、『淸語老乞大』における coohiyan「朝鮮」の cooのハングル
表記は、「」ではなく「」である。 
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dekdembi「浮く；鳥が飛び立

つ；日が昇る；起こる」 
--- --- 

 dekdefi 덕더피 (4-8b-3-4) 
den「高い」 던 (4-8b-3-3) (4-9b-6-3) 
deo「弟」  (4-18a-2-4) 
dere「顔；机；方」 더러 (4-13b-2-5) (4-13b-3-4) 
dere「〜であろう」 드러 (4-6b-5-5) (4-17b-3-7) (4-22b-6-3) 
dergi「上；東」 덜기 (4-23b-2-5) 
diyan「漢語店」 댠 (4-12b-5-1) (4-13a-6-5) (4-15b-3-3) (4-21b-

6-5) (4-22a-4-3) (4-22b-5-1) (4-23a-1-1) (4-
23a-3-7) (4-24b-1-2) 

 (hiya diyan「夏店」)  (4-11a-4-3) (4-11b-1-1) (4-12a-3-3) 
dobori「夜」 도보리 (4-1a-6-2) (4-5a-5-2) (4-7b-1-5) (4-8a-6-1) 

(4-8b-3-5) (4-9b-2-5) 
doigonde「予め」 되곤더 (4-13b-5-2) 
donjimbi「聴く」 --- --- 
 donjici 돈지치 (4-5a-1-4) 
 donjiha 돈지하 (4-21b-1-2) 
dorgi「内」 돌기 (4-17a-4-6) 
dosimbi「入る；進む；進撃す

る」 
--- --- 

 dosiki 도시키 (4-11a-6-3) 
 dosire 도시러 (4-5a-5-4) 
duin「四」 뒨 (4-13b-6-1) (4-23a-6-3) 
duka「門」 두카 (4-22a-4-1) 
dulembi「通過する；時が過ぎ

る；病気が治る；燃える」 
--- --- 

 duleke 두러커 (4-4b-1-5) 
 duleme 두러머 (4-13a-4-5) 
dulimbi「過ぎる」 --- --- 
 dulike12 두기커 (4-21b-2-4) 
dulin「半分」 두린 (4-7b-1-6) (4-8a-6-2) (4-8b-3-6) (4-14a-5-4) 

(4-14a-6-1) (4-15a-5-2) (4-21b-2-3) 
durgiya「明星、金星」 둘갸 (4-9b-6-1) 
ebimbi「飽食する」 어빔비 (4-6b-5-4) 
 ebitele 어비터러 (4-4a-5-2) 
ebubumbi「降ろす」 --- --- 

 
12 当該動詞の語幹は、『大清全書』と『増訂清文鑑』では dule- と綴られている。『大清全書』における
見出し語 duleke「已往了。病痊。往年之往。去年之去。」と『増訂清文鑑』における dulembi「過去」など
の見出し語を参照されたい。『増訂清文鑑』には dulimbiという綴りの語も収録されているが、漢訳は「連
夜」（徹夜する）であり、別語であると考えられる。なお、『増訂清文鑑』には tulimbiという綴りの語も
収録されており、漢訳は「逾限」（期限が過ぎる）である。tuli- に付く完了接辞も -ke である（Захаров 
1875: 758; 胡增益 1994: 751; 2020: 1191）。しかし、『淸語老乞大』の当該箇所における dulikeは šun inenggi 
dulin dulikeという文脈に出現しており、「期限が過ぎる」という意味ではない。 
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 ebubufi 어부부피 (4-13a-6-1) 
ecimari「今朝」13 어치마리 (4-15a-6-1) (4-20b-4-3) 
efen「食べ物の名」 어펀 (4-13a-3-5) (4-14a-2-1) (4-14a-5-3) (4-14b-

6-4) 
ehe「悪い」 어허 (4-5b-1-3) (4-16a-4-3) (4-19b-4-4) (4-20b-6-

2) 
eiten「すべての」 에턴 (4-18b-1-5) 
ejembi「書き記す；記憶する」 --- --- 
 ejefi 어져피 (4-11b-5-2) 
ekšembi「急ぐ」 --- --- 
 ekšeme 억셔머 (4-23b-6-1) 
elbembi「覆う；茅を葺く」 --- --- 
 elbehe 얼버허 (4-15b-3-2) 
elben「茅」 얼번 (4-15b-2-7) 
elgiyen「豊かな」  얼견 (4-4b-2-3) 
elhe「安らかな；緩やかな」 얼허 (4-5a-6-1) 
elheken「やや緩やかな」 얼허컨 (4-21b-4-3) (4-22b-3-1) 
eli「厘」 어리 (4-19a-6-3) 
emgeri「一度；既に」 엄거리 (4-1b-4-3) 
emhun「一人で；老いて子の

いない」 
엄훈 (4-24a-1-2) 

emu「一」 어무 (4-1a-6-1) (4-1b-2-3) (4-1b-5-3) (4-2b-6-1) 
(4-3a-4-3) (4-3b-4-3) (4-3b-5-5) (4-4a-4-3) 
(4-6a-2-4) (4-6b-2-3) (4-8b-2-1) (4-9a-6-5) 
(4-13b-1-3) (4-15b-2-6) (4-16b-1-3) (4-17a-
6-4) (4-21b-5-3) (4-23b-3-2) (4-24a-4-2) 

encu「別の」 언츄 (4-20a-5-3) 
enenggi「今日」 어넝기 (4-11b-3-3) (4-11b-5-3) (4-17a-1-5) (4-18b-

3-5) 
ere「この；これ；この人」 어러 (4-1a-5-1) (4-2a-2-2) (4-3a-4-2) (4-3b-2-1) 

(4-3b-3-2) (4-4a-6-4) (4-5a-1-5) (4-5a-3-3) 
(4-5b-3-5) (4-6a-4-1) (4-8a-1-1) (4-9b-2-4) 
(4-14a-5-1) (4-14b-1-5) (4-15a-2-1) (4-16a-
3-2) (4-17a-6-3) (4-17b-1-6) (4-18a-1-2) (4-
18a-5-3) (4-18b-4-1) (4-19a-5-3) (4-19b-2-3) 
(4-19b-3-4) (4-20b-1-5) (4-20b-3-1) (4-21a-
2-4) (4-21a-5-2) (4-24a-5-2) (4-24b-1-5) (4-
25a-4-4) 

erei「この人の；この」 어레 (4-17a-4-5) 
ergen「息；命」 얼건 (4-2a-6-6) 

 
13 当該語は『大清全書』と『増訂清文鑑』には収録されていないが、『満漢同文分類全書』等には収録さ

れている。 
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erin「時」 어린 (4-1b-5-4) (4-4a-4-4)14 (4-20a-3-5) 
ese「この人たち」 어스15 (4-22b-5-5) 
fali「個」 파리 (4-3a-4-5) (4-3b-5-2) (4-21a-3-2) 
farhūn「暗い」 팔훈 (4-5a-5-1) (4-9b-3-1) 
farsi「塊」 팔시 (4-6b-2-4) 
fayambi「費やす；売る」 --- --- 
 fayaha 파야하 (4-19a-1-1) 
 fayame 파야머 (4-7a-1-2) 
feliyembi「歩いて行く」 --- --- 
 feliyeme 퍼려머 (4-12a-6-3) 
fersi (gersi fersi「黎明」) 펄시 (4-2b-5-3) 
fila「小皿」 피라 (4-25a-1-3) 
fiyakūmbi「焙る；日に当て

る」 
--- --- 

 fiyakūfi 퍄쿠피 (4-14b-3-1) 
fiyeleku「絶壁」 펴러쿠 (4-14b-2-6)16 
forgon「時期、時節；時運」 폴곤 (4-2a-3-2) 
fuhali「全く」 푸하리 (4-2a-5-1) (4-11a-1-3) 
fulu「余りのある；優れた」 푸루 (4-2b-3-2) (4-17b-3-4) (4-18a-3-4) 
fun「漢語分」 푼 (4-19a-5-6) (4-20a-5-5) 
funcembi「余る」 --- --- 
 funcehe 푼쳐허 (4-3b-6-4) (4-20b-5-5) 
 funceme 푼쳐머 (4-4b-4-4) (4-11b-2-1) 
funde「代わりに」 푼더 (4-5b-2-1) 
ga (ge ga seme「争って騒ぐ

声」) 
라 (4-21a-5-6) 

gaimbi「とる」 --- --- 
 gaifi 개피 (4-17b-5-1) (4-18a-4-4) (4-21b-6-1) 
 gaiha 개하 (4-21a-2-3) 
 gaimbiheo 갬비 (4-21a-1-1) 
 gairakū 개라쿠 (4-3b-2-4) (4-16b-2-3) 
 gaisu 개수 (4-15a-3-3) 
gajimbi「持って/取って/連れ

てくる；取り/連れに来る」17 
--- --- 

 gajifi 가지피 (4-9a-6-4) (4-23a-3-5) 
 gajiha 가지하 (4-3a-2-2) 

 
14 原書の当該箇所における満洲語文語のハングル表記は、印刷が不鮮明である。 
15『三譯総解』と『淸語老乞大』における eseのハングル表記に違いが見られる。『三譯総解』には eseの
用例が 1 例見られ、そのハングル表記は「어서」である（出現箇所：(6-23a-2-4)）。一方、『淸語老乞大』
には eseの用例が 2例見られ、そのハングル表記はいずれも「어스」である（出現箇所：(3-22a-1-5), (4-
22b-5-5)）。 
16『淸語老乞大』の原文は ere šahūrun ningge be si gamafi fiyeleku de fiyakūfi gajuであるが、『新滿漢大詞
典』（胡增益 1994: 272; 2020: 443）では、これを引用する際に、fiyelekuを filekuと綴っている。 
17 gaji- の意味に関しては、早田（1993）を参照されたい。 
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 gajihabi 가지하비 (4-8a-2-1) 
 gaju 가쥬 (4-14a-2-4) (4-14a-4-2) (4-14b-3-2) (4-16a-

3-1) (4-16b-3-5) 
gamambi --- --- 
 gamafi 가마피 (4-6b-5-1) (4-10a-2-3) (4-14b-2-5) (4-20a-3-

3) (4-23b-5-2) 
 gamara 가마라 (4-10b-2-5) 
ge (ge ga seme「争って騒ぐ

声」) 
거 (4-21a-5-5) 

gelhun (gelhun akū「敢えて

〜」) 
걸훈 (4-17b-4-2) 

geli「また」 거리 (4-2a-3-4) (4-2b-2-1) (4-5b-1-2) (4-6a-2-3) 
(4-11a-2-4) (4-17b-1-2) (4-17b-3-1) 

gemu「皆」 거무 (4-4b-5-4) (4-8a-1-7) (4-10b-3-3) (4-17a-2-
4) (4-21a-3-4) (4-24b-2-2) (4-25a-1-4) (4-
25a-1-6) (4-25a-5-5) 

gemun「都」 거문 (4-11a-5-6) 
genembi「行く」 거넘비 (4-7a-4-5) (4-22a-6-2) 
 gene 거너 (4-8a-5-6) (4-9a-2-1) (4-9a-3-4) (4-22b-2-3) 

(4-23b-4-3) 
 genefi 거너피 (4-7b-3-4) (4-8b-4-4) (4-21b-6-3) (4-24a-2-

2) 
 genehe 거너허 (4-9a-4-2) (4-11a-4-5) (4-25a-4-2) 
 genehebi 거너허비 (4-24b-2-4) 
 geneki 거너키 (4-5a-4-5) (4-12a-1-5) (4-13a-4-6) (4-13b-1-

1) (4-14b-5-1) (4-15a-4-4) (4-15b-6-6) (4-
19a-3-3) (4-22a-4-6) (4-22b-4-3) 

 genere 거너러 (4-8b-1-3) (4-22b-3-6) (4-23b-6-5) (4-25a-3-
7) 

gerembi「空が明るくなる」 거럼비 (4-10a-3-2) 
 gereme 거러머 (4-10a-1-1) 
geren「多くの；すべての；衆

人」 
거런 (4-5b-3-3) (4-18a-6-5) 

gersi (gersi fersi「黎明」) 걸시 (4-2b-5-2) 
gese「〜のような」 거서 (4-20b-3-2) 
getembi「目覚める」 --- --- 
 getefi 거터피 (4-8b-2-4) 
gidambi「押さえる；隠す；打

ち負かす；頭を垂れる；塩漬

けにする；鳥が卵を抱く」 

--- --- 

 gidaha 기다하 (4-16b-4-1) 
gisun「言葉」 기순 (4-2b-4-1) (4-6a-2-5) (4-7a-3-5) (4-16a-4-6) 

(4-24a-4-3) 
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gisurembi「話す」 기수럼비 (4-24a-6-4) 
 gisureki 기수러키 (4-24a-4-6) 
giyai「街路(漢語街)」 걔 (4-20a-3-4) 
giyalan「間(家屋内の一区切

り)」 
갸란 (4-23b-3-3) 

giyan「理」 갼 (4-3b-1-3) 
giyanakū (giyanakū udu「いか

ほどもあるまい」) 
갸나쿠 (4-21a-2-5) 

goidambi「久くなる」 --- --- 
 goidafi 괴다피 (4-12b-3-1) 
goro「遠い」 고로 (4-3a-6-3) (4-15b-2-2) 
gosimbi「慈しむ、愛する；疼

く」 
--- --- 

 gosifi 고시피 (4-1b-4-4) 
gucihirembi「女同士が嫉妬し

合う」 
--- --- 

 gucihirehekū18 구치히러허쿠 (4-18b-2-1) 
gucu「友達」 구츄 (4-9a-4-5) (4-10a-4-6) (4-21b-5-4) (4-23b-6-

3) (4-25a-3-4) 
 
  

 
18 当該動詞は、『増訂清文鑑』では gucihiyerembi、『大清全書』では gucihiyarembi、『満露辞典』（Захаров 
1875: 363）では gucihiyarambi, gucihiyerembi と綴られている。一方、『淸語老乞大』の当該箇所には
gucihirehekūが見られ、そこから語幹形 gucihire- を認めることができる。최동권 외（2012: 545）は、『淸
語老乞大』における gucihire- は満洲語の辞書では gucihiyere- と綴られていると述べ、도정업（2022: 9）
は『淸語老乞大』における gucihire- は通常 gucihiyere- の形式で現れると指摘しているが、二つの研究の

いずれも gucihiyare-, gucihiyara- の形式には言及していない。以上の諸形式は、次のとおりに整理するこ

とができる。 
 

表 2：gucihire- の異形 
 gucihire- gucihiyere- gucihiyare- gucihiyara- 
淸語老乞大 ＋    
増訂清文鑑  ＋   
大清全書   ＋  
満露辞典  ＋  ＋ 

 
 上表の gucihire-, gucihiyere-, gucihiyare-, gucihiyara- は、いずれも語基 gucihi「一夫二妻の場合に、妻同

士が互いに相手を称する語」に派生接辞 -rAが付加されて形成された派生語であると考えられる。『大清

全書』に見られる gucihiyare- は gucihiyere- 誤記である可能性が高い。また、『満露辞典』の gucihiyara- 
は、『大清全書』の gucihiyare- を誤認した、あるいははこれを修正しようとした結果生じた形である可

能性がある。しかし、gucihiyara- の hiyara の部分は男性母音を含む一方で、第一音節が gū ではなく gu
であることから、この綴りもやはり誤記であると考えられる。 
 なお、『淸語老乞大』原書における gucihirehekū ofiの朝鮮語訳は「싀긔 아니애」である。南廣祐（1997: 
910）によると、「싀긔」は現代語では「시기」であり、漢字語「猜忌」である。日本語における対応語も

「猜忌」であり、「ねたましく思って嫌うこと」を意味する（두산동아 사서편집국 1994: 1255）。また、高

麗語言研究院（2006: 451）は、「싀긔」を現代語で「새암」と訳している。「새암」は「샘」という形式も
あり、「羨み妬むこと」を意味する（두산동아 사서편집국 1994: 1125, 1128）。 
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gucuse「友達(複数形)」 구츄스19 (4-18b-1-1) (4-23a-2-5) 
gūnimbi「思う」 --- --- 
 gūnici 구니치 (4-17b-2-6) (4-22b-5-4) 
gūnin「心；意；考え」 구닌 (4-18b-6-5) 
gūsin「三十」 구신 (4-11b-1-4) (4-11b-4-1) (4-13b-6-4) 20  (4-

15a-1-4) (4-17b-2-2) (4-18a-1-5) 
gūwa「別の；別の人」  (4-20a-1-1) (4-20a-2-2) (4-21a-6-4) 
hacihiyambi「急ぐ；酒食を強

引に勧める」 
--- --- 

 hacihiyame 하치햐머 (4-9a-3-2) (4-9a-5-1) (4-19a-2-3) 
hacuhan「小鍋」 하츄한 (4-24b-6-5) 
haji「親しい；凶作の」 하지 (4-4b-1-3) 
halambi「代える、交替する；

火傷する」 
--- --- 

 halame 하라머 (4-7b-3-3) (4-8b-1-2) (4-8b-5-2) 
halhūn「熱い」 할훈 (4-13b-2-1) 21  (4-14a-6-2) (4-14a-6-3) (4-

15a-5-5) (4-16b-5-4) (4-17a-2-2) 
halu「食べ物の名」 하루 (4-13a-1-4) 
hamimbi「殆ど足りる；殆ど

〜に近い；耐えられる」 
--- --- 

 hamika 하미카 (4-10a-1-2) (4-12b-5-4) 
haminambi「近づく」 하마남비 (4-22b-6-2) 
hasa「速く」 하사 (4-22b-4-2) 
hebešembi「相談する、協議す

る」 
--- --- 

 hebešeme 허버셔머 (4-22a-2-5) (4-24a-4-5) 
hecen「城」 허쳔 (4-11a-6-1) 
hefeli「腹」 허퍼리 (4-1a-3-3) (4-6b-5-3) 
hendumbi「言う」 --- --- 
 henduhe 헌두허 (4-11b-3-1) 
 hendurengge 헌두렁거 (4-4b-6-3) 
hengke「瓜」 흥커 (4-16b-4-3) 
hetumbumbi「糊口を凌ぐ；日

を過ごす」 
--- --- 

 hetumbume 허툼부머 (4-2b-1-2) 

 
19『三譯総解』と『淸語老乞大』における gucuse のハングル表記に違いが見られる。『三譯総解』には

gucuse の用例が 3 例見られるが、ハングル表記はいずれも「구츄서」である。出現箇所は、(2-19a-4-5), 
(2-19b-2-3), (7-2b-5-2)である。一方、『淸語老乞大』には gucuseの用例が 8例見られるが、ハングル表記
はいずれも「구츄스」である。 
20 최동권 외（2012: 546）が指摘しているように、『淸語老乞大』の(4-13b-6-4), (4-15a-1-4)における gūsin
は、原書における朝鮮語訳は「서」（三）であり、gūsinの通常の意味である「三十」とは一致しない。一

方、『新滿漢大詞典』（胡增益 1994: 318-319; 2020: 513）では、『淸語老乞大』の(4-13b-6-4)における gūsin
を含む例をを引用する際に、当該の gūsinを「三十个」と訳しており、こちらは正確である。 
21 原書の当該箇所における満洲語文語のハングル表記は、印刷が不鮮明である。 
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hiya「旱魃」 햐 (4-2a-2-6) 
hiya「漢語夏」 햐  
 (hiya diyan「夏店」)  (4-11a-4-2) (4-11a-6-5) (4-12a-3-2) 
hiyase「一斗枡」 햐스 (4-3b-5-6) (4-4a-3-1) 
honin「羊；未」 호닌 (4-13b-6-7) (4-15a-1-1) 
hono「なお」 호노 (4-2b-1-3) (4-6a-6-1) (4-24a-2-6) 
hoton「城」 호톤 (4-21b-2-6)22 (4-22a-3-4) 
hūda「値段；商売」 후다 (4-14b-4-3) (4-16b-1-6) 
hūdai「値段/商売の」 후대 (4-20a-3-6) 
hūdukan「やや速い」 후두칸 (4-19a-3-1) (4-22a-6-5) 
hūdun「速い」 후둔 (4-10a-6-1) 
hūlašambi「交換する」 후라샴비 (4-3b-6-1) 
 hūlašame 후라샤머 (4-2a-1-2) (4-2a-6-3) (4-2b-2-5) (4-3a-2-1) 

(4-20a-6-1) 
 hūlašara 후라샤라 (4-20a-3-1) 
hūntaha「杯」23 훈타하 (4-15b-4-5) (4-17a-6-5) 
hūwaitambi「繋ぐ」 --- --- 
 hūwaitafi 타피 (4-13a-5-3) 
 hūwaitame 타머 (4-10a-4-2) 
i「の；で」 이 (4-1b-5-5) (4-1b-6-4) (4-2b-3-6) (4-4a-4-5) 

(4-5b-4-1) (4-6a-6-5) (4-7a-3-4) (4-7a-4-3) 
(4-9b-3-5) (4-12b-6-5) (4-13b-6-6) (4-14a-1-
4) (4-14a-3-1) (4-15b-3-1) (4-16a-3-4) (4-
16b-1-5) (4-18a-6-1) (4-18b-1-2) (4-19a-3-2) 
(4-21b-4-4) (4-22a-6-6) (4-22b-3-2) (4-23b-
3-4) (4-24b-1-3) (4-24b-3-6) 

icihiyambi「処理する」 --- --- 
 icihiya 이치햐 (4-5b-4-5) 
 icihiyatala 이치햐타라 (4-10a-2-6) 
ilan「三」 이란 (4-4a-2-4) (4-4b-3-3) (4-18a-2-2) 
ilibumbi「立たせる；立てる；

止める」 
--- --- 

 ilibu 이리부 (4-10a-5-2) 
ilimbi「立つ；起きる；止ま

る；休む」 
--- --- 

 ilifi 이리피 (4-10a-6-2) 
 
  

 
22 原書の当該箇所における満洲語文語のハングル表記は、印刷が不鮮明である。 
23 王海波（2026c: 56）の脚注 27を参照されたい。 
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ilmahū「織機の糸を張る棒」

(ilmahū usiha「参宿の中央の

三つの小さな星」)24 

일마후 (4-8b-3-1) 

indahūn「犬；戌」 인다훈 (4-5b-1-1) 
inemene「どの道」25 이너머너 (4-1b-2-1) 
inenggi「日」 이넝기 (4-2b-6-2) (4-15a-5-1) (4-21b-2-2) 
inu「そうだ；是；も」 이누 (4-1b-2-5) (4-2a-6-2) (4-5a-1-1) (4-5a-1-3) 

(4-14b-4-1) (4-16b-2-2) (4-21a-4-2) (4-22b-
6-1) 

isinambi「着く、至る」 --- --- 
 isinafi 이시나피 (4-22b-4-5) 
 isinaha 이시나하 (4-8a-6-4) (4-15b-4-2) 
 isiname 이시나머 (4-12b-5-3) 
 isinarakū 이시나라쿠 (4-7b-5-5) 
 isinarangge 이시나랑거 (4-12a-4-3) 
ja「安い；易しい」 쟈 (4-9b-2-3) 
jai「第二；再び；更に」 쟤 (4-10b-4-5) (4-15b-6-5) (4-19a-1-5) (4-22a-

1-2) 
jaka「物；隙間；所；〜たば

かり」 
쟈카 (4-13a-6-3) (4-25a-5-2) 

jakade「〜の所に/で；〜ので」 쟈카더 (4-2a-5-4) (4-4a-2-2) (4-15b-1-1) 
jakūn「八」 쟈쿤 (4-12a-5-1) 
jalgiyambi「余っている分を

不足しているところに充て

る」 

--- --- 

 jalgiyame 쟐갸머 (4-3a-2-7) 
jalin「為」 쟈린 (4-21a-5-4) 
jamarambi「騒いで口論する」 쟈마람비 (4-20b-1-4) 
je「はい(応答の語)」 져 (4-5b-3-1) (4-18b-6-1) (4-18b-6-2) 
jeku「穀物；糧食」 져쿠 (4-2a-4-2) (4-3b-3-4) (4-4b-1-2) (4-5a-2-3) 
jembi「食べる」 --- --- 
 jeci 져치 (4-12b-6-1) (4-13a-3-1) (4-24b-6-1) 
 jefi 져피 (4-2b-5-6) (4-11a-5-3) (4-13a-4-4) 
 jefu 져푸 (4-4a-5-3) (4-8a-3-1) (4-24b-5-2) 
 jeke 져커 (4-6b-3-4) (4-14b-4-2) (4-14b-6-2) 

 
24『大清全書』・『同文類解』・『淸語老乞大』における ilmahū usiha（訳はそれぞれ「三星。」・「參星」・「參

星」）と、『清文鑑』・『増訂清文鑑』における ilmoho usiha（後者の訳は「伐星」）は同じ語である可能性

が高い。『清文鑑』における ilmoho usihaの満洲語説明文は「orin jakūn usiha i dorgi šen usiha be, ilmoho usiha 
sembi」（二十八星（二十八宿）の中の参星（参宿）を ilmoho usihaという）であり、『増訂清文鑑』にお
ける ilmoho usihaの満洲語説明文は「šebnio i dulimbai ilan ajige usiha be ilmoho usiha sembi」（参宿の中央

の三つの小さな星を ilmoho usihaという）である。 
 ilmahū usihaと ilmoho usihaとの形式上の違いは、円唇性逆行同化（a…ū > o…o）によると考えられる。
円唇性逆行同化は、満洲語では稀な現象ではない。詳細は王海波（2025）を参照されたい。なお、金東

昭（1982: 42）は、ilmahū usihaは ilmoho usihaの方言形と推測している。 
25 当該語は『増訂清文鑑』では ine meneと綴られている。 
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 jeki 져키 (4-3a-4-1) (4-14a-4-6) (4-14b-1-4) 
 jeme 져머 (4-2a-6-4) (4-8a-3-4) (4-13a-1-5) 
 jetere 져터러 (4-1a-3-1) (4-13a-6-2) (4-13b-4-2) (4-15a-6-

4) (4-20b-5-2) 
 jeterengge 져터렁거 (4-4b-5-5) (4-6a-3-2) (4-6a-5-5) (4-24a-6-1) 

(4-24b-3-1) 
jiha「金銭」 지하 (4-3a-4-6) (4-3b-2-2) (4-3b-5-3) (4-7a-1-1) 

(4-13b-6-5) (4-14a-1-3) (4-14b-6-7) (4-15a-
1-5) (4-15a-2-4) (4-16a-2-3) (4-16b-1-4) (4-
19a-4-5) (4-20a-2-5) (4-21a-3-3) 

jimbi「来る」 --- --- 
 jidere 지더러 (4-22a-2-2) 
 jifi 지피 (4-7b-3-7) (4-10b-5-4) 
 jihe 지허 (4-3b-1-1) (4-23a-2-4) 
 jihebi 지허비 (4-19a-4-4) 
 jiheo 지 (4-9a-5-5) 
 jikini 지키니 (4-21b-5-1) 
 jime 지머 (4-18a-6-4) 
 jio  (4-8b-6-3) (4-9a-5-2) (4-14b-5-4) (4-16a-1-

5) (4-22b-1-1) 
jobobumbi「苦労させる」 --- --- 
 jobobuha 죠보부하 (4-10b-6-5) 
jobombi「苦労する；憂える」 --- --- 
 joboho 죠보호 (4-11a-2-6) (4-18b-3-1) 
joombi「やめる」 --- --- 
 joobai 배 (4-21a-1-2) 
jugūn「道」 쥬군 (4-9b-4-3) (4-18a-5-5) 
juken「どうやら十分な；平凡

な」 
쥬컨 (4-19b-3-1) 

julergi「南；前」 주럴기 (4-15b-2-4) 
juleri「南(に)；前(に)」 쥬러리 (4-12a-2-3) (4-23a-1-5) 
jurambi「出発する」 --- --- 
 juraki 쥬라키 (4-10b-4-6) 
juwan「十」  (4-4b-4-3) (4-11b-2-5) (4-23a-6-5) 
juwari「夏」 쥬리 (4-2a-2-4) 
juwe「二」 쥬워 (4-1b-3-1) (4-4b-3-2) (4-6b-4-1) (4-7a-5-2) 

(4-7a-6-3) (4-7b-2-4) (4-8a-4-2) (4-8a-5-2) 
(4-8b-6-5) (4-9a-2-4) (4-10a-4-5) (4-10a-5-4) 
(4-18a-1-6) (4-21b-3-4) (4-22b-1-5) (4-22b-
2-5) 

kai「指定や断定の終助詞」 캐 (4-9a-3-1) (4-12a-3-4) (4-13a-1-2) (4-18a-2-
5) (4-20b-5-7) (4-21b-1-5) 

kangkambi「喉が渇く」 캉캄비 (4-15b-1-3) 
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 kangkaha 캉카하 (4-17a-2-5) 
 kangkara 캉카라 (4-15b-5-2) 
kejine「久しく；多く」 커지너 (4-12b-2-4) 
kemuni「しょっちゅう；ま

だ」 
커무니 (4-1a-2-5) (4-12a-4-4) (4-17b-6-2) 

kesi「恩」 커시 (4-18b-1-3) 
kimcimbi「詳察する」 --- --- 
 kimcime 킴치머 (4-10b-1-2) 
komso「少ない」 콤소 (4-4a-3-6) 
kooli「常例」 리 (4-1b-3-5) 
lakiyakū (lakiyakū hacuhan「吊
り鍋」) 

라캬쿠 (4-24b-6-4) 

majige「少し」 마지거 (4-3a-2-6) (4-6a-3-3) (4-14a-3-3) (4-15b-6-3) 
(4-16b-3-4) (4-21a-5-3) 

mangga「難しい；硬い；強い；

高価な」 
망가 (4-20b-2-5) 

manggi「〜た後」 망기 (4-6b-3-5) (4-7b-2-2) (4-8a-6-5) (4-9a-4-3) 
(4-10b-4-4) (4-11a-4-6) (4-13b-3-6) (4-15b-
4-3) 

meimeni「各々」 메머니 (4-8a-2-3) 
membe「私たち(除外的)を」 멈버 (4-1b-4-2) (4-24a-5-4) 
mende「私たち(除外的)に」 먼더 (4-3a-2-5) (4-16a-2-1) 
menggun「銀」 멍군 (4-19a-5-4) (4-19a-6-4) (4-19b-1-6) (4-19b-

2-4) (4-19b-4-1) (4-19b-6-2) (4-20a-5-7) (4-
20b-3-3) (4-20b-5-6) 

meni「私たち(除外的)の」 머니 (4-2a-1-5) (4-6b-1-5) (4-13b-5-4) (4-14b-5-
5) (4-24b-1-1) (4-25a-3-3) 

merkimbi「思い巡らす」 --- --- 
 merkime 멀키머 (4-11b-5-6) 
mimbe「私を」 밈버 (4-23b-4-5) 
minci「私より」 민치 (4-17b-3-2) 
minde「私に」 민더 (4-13b-4-4) (4-18b-1-7) (4-19b-1-1) 
mini「私の」 미니 (4-5b-1-5) (4-16a-4-5) (4-18b-4-4) (4-25a-4-

1) 
morin「馬；午」 모린 (4-1a-5-3) (4-1b-6-3) (4-6a-4-2) (4-6a-6-4) 

(4-6b-4-3) (4-7b-1-2) (4-8a-5-4) (4-8b-6-7) 
(4-9a-6-1) (4-10a-1-3) (4-10a-3-3) (4-13a-5-
2) (4-23a-3-2) (4-23a-5-5) (4-23a-6-6) 

moro「椀」 모로 (4-4a-2-5) (4-8a-1-4) (4-13b-1-4) (4-25a-1-2) 
mucen「鍋」 무쳔 (4-24b-6-3) 
mudan「音調；回；湾曲；回

り道」 
무단 (4-10b-5-5) (4-18a-5-4) 

mujakū「極めて」 무쟈쿠 (4-4a-1-5) (4-15a-5-4) 
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mujilen「心」 무지런 (4-25a-2-3) 
muke「水」 무커 (4-13b-2-2) 
muse「私たち(包括的)」 무스 (4-7a-5-1) (4-7b-2-3) (4-8a-4-1) (4-8b-6-4) 

(4-11a-4-1) (4-11b-6-2) (4-12b-5-5) (4-12b-
6-3) (4-13a-3-3) (4-14b-3-3) (4-15a-4-1) (4-
19a-1-4) (4-22a-2-3) (4-22b-2-4) (4-22b-4-1) 

musei「私たち(包括的)の」 무싀 (4-9b-4-1) 
mutembi「できる」 --- --- 
 mutehekū 무터허쿠 (4-11a-2-2) 
nadan「七」 니단 (4-12a-4-5) 
nasan「塩漬けの白菜」(nasan 
hengke「胡瓜」) 

다산 (4-16b-4-2) 

nenembi「先行する」 --- --- 
 neneme 너너머 (4-8a-4-4) (4-8b-4-3) (4-13b-1-2) (4-17a-6-

2) (4-18a-4-2)26 (4-18b-5-3) (4-21b-6-2) (4-
22a-2-4) (4-22b-2-2) (4-24a-3-3) 

nere「五徳；炉穴」 너러 (4-25a-1-1) 
ningge「〜であるもの」 닝거 (4-10b-2-1) (4-13a-2-3) (4-14a-6-4) (4-14b-

2-2) (4-15a-6-3) (4-16b-5-5) (4-16b-6-4) (4-
17a-3-2) (4-17a-5-5) (4-17b-3-5) 

ninggun「六」 닝군 (4-19a-6-2) 
nio「か」 뇨 (4-16a-4-1) 
nitan「味の薄い(酒など)；鋼
の少ない(刃)」 

니탄 (4-14a-3-4) 

niyalma「人」 냘마 (4-2b-2-3) (4-4b-3-4) (4-6a-3-1) (4-6a-5-4) 
(4-8a-4-3) (4-12a-6-5) (4-13a-1-1) (4-13b-6-
2) (4-16a-1-3) (4-17b-1-4) (4-18a-3-1) (4-
19a-4-3) (4-20a-1-2) (4-20b-2-3) (4-21b-1-1) 
(4-23a-5-3) (4-23a-6-4) (4-24b-1-4) (4-24b-
3-4) 

nofi「人の助数詞」 노피 (4-6b-4-2) (4-7a-5-3) (4-7a-6-4) (4-7b-3-1) 
(4-8a-5-3) (4-8b-6-6) (4-9a-2-5) (4-10a-5-5) 
(4-21b-3-5) (4-22b-2-1) (4-22b-2-6) 

nure「酒(粟や黍などを原料

として醸造した酒)」 
누러 (4-15b-4-6) (4-16a-1-1) (4-16a-2-5) (4-16a-

3-3) (4-16a-6-5) (4-18b-4-2) (4-19a-4-1) (4-
20b-2-1) 

obombi「洗う」 --- --- 
 oboha27 오보하 (4-13b-3-5) 
 oboki 오보키 (4-13b-3-1) 
okdombi「迎える」 --- --- 

 
26 原書の当該箇所における満洲語文語のハングル表記は、印刷が不鮮明である。 
27 母音調和に従えば、obohaではなく、obohoのはずである。しかし、『淸語老乞大』の当該箇所では、
obohaの形で現れている。 
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 okdome 옥도머 (4-22a-2-1) (4-25a-3-6) 
olhon「乾いた」 올혼 (4-13a-2-2) (4-15a-6-2) 
ombi「なる」 옴비 (4-7b-5-6) (4-17b-5-3) (4-18b-5-5) (4-24b-6-

2) 
 oci 오치 (4-5b-6-3) (4-7a-3-2) (4-7b-4-3) (4-9a-1-3) 

(4-16b-1-1) (4-17b-6-1) (4-19b-6-5) (4-20b-
6-3) (4-22b-1-3) (4-23b-2-2) (4-25a-3-2) 

 ocibe 오치버 (4-16a-6-1) 
 ofi 오피 (4-2a-2-7) (4-3b-4-2) (4-12b-3-3) (4-15a-5-

3) (4-18b-2-2) 
 oho 오호 (4-7b-2-1) (4-8b-4-1) (4-15a-5-6) (4-17b-2-

5) 
 ohobi 오호비 (4-9b-6-4) 
 ohode 오호더 (4-9b-1-3) 
 ojorakū 오죠라쿠 (4-16a-5-2) (4-18a-4-6) (4-19b-5-5) (4-20b-

4-1) 
 ojoro 오죠로 (4-2a-5-3) 
 okini 오키니 (4-1b-2-2) (4-21a-1-4) (4-21a-3-6) 
omibumbi「飲ませる」 --- --- 
 omiburengge 오미부렁거 (4-18b-4-6) 
omicambi「大勢が一緒に飲

む」 
--- --- 

 omicafi 오미챠피 (4-19a-2-4) 
omiholabumbi「飢えさせる」 --- --- 
 omiholabuci28 오비호라부치 (4-1a-6-3) 
omimbi「飲む」 --- --- 
 omi 오미 (4-17a-6-6) 
 omici 오미치 (4-17a-3-3) (4-17b-5-2) (4-18a-4-5) (4-18b-

5-4) 
 omifi 오미피 (4-15b-5-1) 
 omiki 오미키 (4-16b-2-5) 
 omimbio 오밈 (4-16b-6-2) (4-17a-1-1) 
onggombi「忘れる」 --- --- 
 onggoho 옹고호 (4-12b-1-3) (4-12b-3-4) 
orho「草」 올호 (4-1b-6-5) (4-6a-4-5) (4-6a-6-6) (4-6b-2-7) 

(4-7a-1-3) 
orin「二十」 오린 (4-14a-1-2)29 (4-14b-6-6) (4-16a-2-2) 
sabumbi「見る」 --- --- 

 
28『増訂清文鑑』には語幹形 omiholobu- は収録されている（見出し語 omiholobumbi「使挨餓」参照）が、
語幹形 omiholabu- は収録されていない。 
29 최동권 외（2012: 579）が指摘しているように、『淸語老乞大』の(4-14a-1-2), (4-14b-6-6), (4-16a-2-2)にお
ける orinは、原書における朝鮮語訳は「두」（二）であり、orinの通常の意味である「二十」とは一致し

ない。 
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 sabure 사부러 (4-12a-2-4) 
sahaliyan「黒い；壬」 사하랸 (4-12a-2-5) 
saifi「匙」 새피 (4-8a-1-5) 
saikan「美しい；ちゃんと」 새칸 (4-3b-3-6) (4-10b-1-1) 
sain「良い」 샌 (4-6b-2-5) (4-12b-6-2) (4-16a-3-6) (4-16a-4-

2) (4-16a-6-6) (4-16b-3-1) (4-17a-3-4) (4-
19b-1-5) (4-20a-5-6) (4-21b-6-4) 

salimbi「値する；恣にする」 --- --- 
 salire 사리러 (4-16a-2-4) 
samsimbi「分散する」 --- --- 
 samsiha 삼시하 (4-9b-3-6) 
sartabumbi「遅延させる；憂

を解く」 
살타붐비 (4-9b-4-5) 

sasari「一緒に」 사사리 (4-18a-6-3) 
se「歳；年齢」 서 (4-17a-5-2) (4-17b-2-4) (4-17b-3-3) (4-17b-

6-5) (4-18a-1-7) (4-18a-2-3) (4-18a-3-2) 
sebe「〜たちを」 스버 (4-1a-5-4) 
seibeni「昔」 세버니 (4-12a-5-4) 
sejen「車」 서젼 (4-5b-3-6) (4-7a-4-2) (4-23b-1-1) (4-23b-1-

3) 
sembi「言う」 슴비 (4-5a-3-1) (4-11b-4-3) (4-19b-4-5) (4-20b-4-

2) (4-23a-4-2) 
 se 스 (4-9a-5-3) 
 seci 스치 (4-3a-6-2) (4-5a-4-6) (4-18a-5-2) 
 sehe 스허 (4-4b-5-2) (4-22a-4-7) 
 seme 스머 (4-4b-5-3) (4-11b-2-7) (4-15a-4-7) (4-18a-4-

1) (4-21a-6-1) 
 sere 스러 (4-1a-4-4) (4-4a-4-1) (4-4b-3-6) (4-11a-3-1) 
 serengge 스렁거 (4-18b-4-3) 
serguwen「涼しい」 설권 (4-12a-1-2) 
si「あなた」 시 (4-1b-4-1) (4-5b-1-4) (4-6b-3-2) (4-8b-6-1) 

(4-9a-1-4) (4-9a-5-4) (4-11b-2-3) (4-12a-5-3) 
(4-13b-3-3) (4-14b-2-4) (4-14b-5-3) (4-15a-
2-6) (4-16a-6-2) (4-16b-5-3) (4-17a-1-2) (4-
17a-6-1) (4-19a-6-1) (4-19b-5-1) (4-19b-6-1) 
(4-20a-5-1) (4-23b-4-1) (4-23b-4-4) (4-24a-
1-1) (4-25a-2-2) 

sidende「間に」 시던더 (4-22b-5-3) 
sikse「昨日」 식서 (4-10b-5-3) (4-11b-2-4) (4-11b-4-5) 
sinci「あなたより」 신치 (4-17a-5-3) (4-18a-2-1) 
sindabumbi「置かせる；放た

せる」 
--- --- 

 sindabume 신다부머 (4-7b-1-3) 
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sindambi「置く；放つ」 --- --- 
 sinda 신다 (4-9b-1-1) (4-25a-2-6) 
 sindaci 신다치 (4-6b-5-2) 
 sindafi 신다피 (4-10a-4-3) (4-14b-1-3) 
 sindame 신다머 (4-8a-5-5) 
sinde「あなたに」 신더 (4-23b-6-2) 
sini「あなたの」 시니 (4-3a-1-3) (4-3a-5-2) (4-4b-6-2) (4-5a-6-3) 

(4-17b-6-4) (4-23a-3-6) (4-24a-3-4) (4-24a-
5-1) 

soco (soco orho「山野から刈

り取って馬畜に食わせる

草」) 

소쵸 (4-6b-2-6) 

sogi「野菜」 소기 (4-16b-3-2) 
son (son son (i)「散り散りば

らばら」) 
손 (4-9b-3-3) (4-9b-3-4) 

songkoi「〜に依って」 송쾨 (4-20a-4-1) 
subumbi「冤罪を解く；脱が

せる；酔いが覚める；堕胎す

る；喉の渇きを和らげる」 

--- --- 

 subume30 수부머 (4-15b-5-4) 
suilambi「苦労する」 --- --- 
 suilaha 쉬라하 (4-18b-3-2) 

 
  

 
30『淸語老乞大』原書の当該箇所における subumeは、kangkara be subumeという文脈に出現しており、原
書における朝鮮語訳は「목거슬 누기고」（喉の渇きを和らげて）である。したがって、この箇所の

kangkara be subu- は、中国語の「解渴」に相当すると考えられる。一方、『滿漢辭典』（扎魯阿・格吐肯

1994: 796）、『滿漢大辭典』（安雙成 2018: 550）、『新滿漢大詞典』（胡增益 2020: 1096）、『滿語全書』（郭秀

昌・何榮偉 2020: 745）における subumbiの見出し語には「解渴」の訳語・説明は見当たらない。 
 また、『漢滿大辭典』（安雙成 2023: 506）および『漢錫詞典』（賀忠德 2021: 901）は、いずれも「解渴」
を kangkara be subumbiと訳しており、上述した『淸語老乞大』の kangkara be subu- と一致している。た

だし、『滿語全書』（郭秀昌・何榮偉 2020: 383）の kangkambiの見出し語の例には（kangkara be sumbiで
はなく）「kangkaha be sumbi 消渴；解渴。」が挙げられている。なお、Crowther（2021）の転写資料によ

れば、『萬物真原』（tumen jaka-i unenggi sekiyen）には、kangkara be subumbi（pp. 40, 44, 48）と kangkara be 
sumbi（p. 53）の両方の綴りが見られる。 
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sulaka「やや疎な；心が和ん

でいる；少しく病状の良い」
31 

수라카 (4-25a-2-5) 

sunja「五」 순쟈 (4-17b-2-3) (4-19a-5-5) (4-20a-5-4) (4-21b-
3-2) 

susai「五十」 수새 (4-15a-2-3)32 
suwe「あなたたち」 숴 (4-3a-6-1) (4-4a-1-4) (4-4a-3-4) (4-8a-2-2) 

(4-22a-6-3) (4-23a-4-3) (4-24b-4-2) 
suwembe「あなたたちを」 쉄버 (4-8b-1-1) (4-10b-6-3) (4-11a-1-2) (4-22a-1-

3) 
suwende「あなたたちに」 숸더 (4-4a-2-3) (4-5b-5-5) 
suweni「あなたたちの」 숴니 (4-4b-3-1) (4-5b-3-2) (4-8a-5-1) (4-9a-2-3) 

(4-10a-5-3) (4-22b-1-4) 
šaburambi「眠くなる；忙しく

立ち回る」 
--- --- 

 šaburara 샤부라라 (4-7b-5-3) 
šadambi「疲れる」 --- --- 
 šadaha 샤다하 (4-9a-2-6) 
 šadame 샤다머 (4-2b-6-5) 
šahūrun「寒い」 샤후룬 (4-14a-5-5) (4-14b-2-1) (4-16b-6-3) (4-17a-

3-1) 
šasiha「羹」33 샤시하 (4-14a-2-5) 
šolo「暇」 쇼로 (4-23b-6-6) 
šolombi「焼く」 --- --- 
 šoloho 쇼로호 (4-13a-3-4) (4-14a-1-5) (4-14a-5-2) (4-14b-

6-3) 

 
31 当該語は『大清全書』および『増訂清文鑑』の見出し語では、それぞれ sulakaと sulakanと綴られてい
る。『大清全書』における見出し語 sulaka「安閒。寛放心之寛。」および『増訂清文鑑』における見出し語
sulakan「畧鬆閑」、sulakan oho「鬆快了」を参照されたい。なお、『三譯総解』にも sulakaの用例がある
（王海波 2026b: 58; 2026e: 64）。도정업（2022: 8）も、『淸語老乞大』の当該箇所における sulakaは sulakan
と同じ語であると述べている。 
 なお、최동권 외（2012: 588）の索引では、当該箇所の sulakaを動詞語幹 sula- の下位項目として挙げ

ているが、筆者は sulaka は動詞語幹 sula- に完了接辞が付いた形式ではないと考える。その理由は以下

の 3 点である。 
 [1] 未完了接辞の形式。sula- に付く完了接辞は -haであり、-kaではない。Захаров（1875: 642）参照。
また、『大清全書』にも sulahaの形式が収録されている（漢訳は「遺落遺失之遺。」）。 
 [2] 意味。sulambiの『増訂清文鑑』における漢訳は「遺留」である。一方、CNの sulakaは mujilen be 
sulaka sindaに用いられ、この mujilen be sulaka sindaに対応する原書の朝鮮語訳は「을노흐라」（安心

しろ）である。これはまさに sulakaの『大清全書』における漢訳「安閒。寛放心之寛。」と一致する。な

お、『大清全書』には sulambi「捜尋。」が収録されているが、これもまた『増訂清文鑑』の sulambi「遺
留」とは異なる語であると考えられる。sulambi「捜尋。」は sulembiの誤記である可能性があり、suwelembi
「找尋。」の uweが uになった形式であると考えられる。 
 [3] 統語的働き。mujilen be __ sindaの下線部に動詞の完了形を入れるのは妥当ではないと考えられる。 
32 최동권 외（2012: 588）が指摘しているように、『淸語老乞大』の(4-15a-2-3)における susaiは、原書に
おける朝鮮語訳は「닷」（五）であり、susaiの通常の意味である「五十」とは一致しない。 
33 当該語は『増訂清文鑑』では šasihanと綴られている。見出し語 šasihan「羹」を参照されたい。一方、
『大清全書』では šasihaと綴られている。見出し語 šasiha「羹。湯。腮際。」を参照されたい。『淸語老乞
大』の当該箇所では、満洲文字表記・ハングル表記のいずれも、šasihaに対応する形で現れている。 
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šun「太陽」 슌 (4-2b-6-3) (4-15a-4-5) (4-21b-2-1) 
šun「漢語順」 슌  
 (šun ceng「順城」)  (4-22a-3-2) 
tacimbi「学ぶ；慣れる」 --- --- 
 tacihakū 타치하쿠 (4-13a-2-1) 
taka「暫く」 타카 (4-4a-4-2) (4-14b-1-2) 
takambi「見知る」 --- --- 
 takarakū 타카라쿠 (4-19b-6-4) 
tamambi「盛る；拾い集める；

列の乱れを整える」 
--- --- 

 tamafi 타마피 (4-8a-2-4) 
tanggū「百」 탕구 (4-3a-4-4) (4-3b-5-1) 
tašarambi「誤る」 --- --- 
 tašarame 타샤라머 (4-10b-2-4) (4-11b-5-1) 
tatabumbi「引かせる；引かれ

る；宿らせる」 
--- --- 

 tatabuci 타타부치 (4-24a-5-5) 
tatambi「引く；宿る」 --- --- 
 tatacina 타타치나 (4-23b-2-3) 
 tatafi 타타피 (4-22a-1-1) 
 tataha 타타하 (4-10a-2-1) 
 tataki 타타키 (4-23a-4-1) 
 tatame 타타머 (4-22a-4-5) 
 tatara 타타라 (4-23a-1-6) 
tatarambi「互いに引っ張り合

う；引き裂く」 
--- --- 
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 tataraci34 타타라치 (4-21a-6-3) 
te「今」 터 (4-8a-3-2) (4-12b-1-1) (4-16b-4-5) 
tebumbi「座らせる；住まわせ

る；職に就かせる；盛る；植

える；納棺する；酒を作る」 

--- --- 

 tebufi 터부피 (4-16a-2-7) 
teike「今し方」 테커 (4-8b-1-5) (4-14b-6-1) 
teile「だけ」 테러 (4-4b-3-5) 
temšembi「争う」 --- --- 
 temšere 텀셔러 (4-20b-2-4) 
teni「やっと」 터니 (4-11b-5-4) (4-17b-2-1) (4-18a-1-4) 
tere「その；それ；その人；

あの；あれ；あの人」 
터러 (4-7a-6-2) (4-9a-4-4) (4-10a-4-4) (4-12a-2-1) 

(4-20b-6-4) (4-23b-2-4) 
terei「そ/あの人の；その」 터레 (4-20b-1-2) 
tese「そ/あの人たち」 터스 (4-8b-4-5) 
tesumbi「足りる」 --- --- 
 tesurakū 터수라쿠 (4-2b-1-4) 
tetele「今まで」 터터러 (4-1a-2-4) 

 
34『淸語老乞大』原書における tatara- は angga tataraciに出現しており、angga tataraciの原書における朝
鮮語訳は「입히름면」である。すなわち、angga tatarambiは朝鮮語の「입히름다」にあたる。「다」
は現代語では「하다」であり、「する」を意味する。 
 高麗語言研究院（2006: 838）によると、『漢淸文鑑』（3 巻 3 葉）における「辦嘴」の朝鮮語は「입히룸」
と綴られる。しかし、筆者の確認では、当該語は『漢淸文鑑』(3-3a-6)では「입히룸」ではなく、「입히롬」
と綴られている。 
 南廣祐（1997: 1184）によると、「입히롬」は「입다툼. 말다툼.」を意味し、「입히롬다」は「입다툼하다. 
말다툼하다.」を意味する。また、高麗語言研究院（2006: 838）は「입히룸」と綴っているが、「입히룸」
は「입씨름. 말다툼.」を意味し、「입히룸다」は「말다툼하다.」を意味すると記述している。두산동아 
사서편집국（1994: 731, 1065）によると、「입다툼」は「言い合い；言い争うこと；口げんか；口論。」を

意味し、「입씨름」には 2 つの意味があるが、2 つ目の意味は「口争い；口論。」である。 
 조항범（n.d.）によれば、当該語は『月印釋譜』（1459）では「입힐훔」と綴られ、名詞「입」（口）＋

動詞「힐후-」の結合によって形成された語である。動詞「힐후-」は、「힐난하다, 다투다」を意味する。
「힐난」は「詰難；なじりとがめること；難詰」を意味し（두산동아 사서편집국 1994: 2199-2200）、「힐난」
は「争う」などを意味する（두산동아 사서편집국 1994: 514）。『飜譯老乞大』（1517）には「입힐후-」、『譯

語類解』（1690）には「입힐흠」、『漢淸文鑑』（18 世紀）には「입히롬」（前述）が出現している。以上を

次表のとおりにまとめることができる。 
 

表 3：各時代の文献における「입히름」の形式 
時期 出典 語形 

15 世紀（1459） 月印釋譜 입힐훔 
16 世紀（1517） 飜譯老乞大 입힐후- 
17 世紀（1690） 譯語類解 입힐흠 
18 世紀（1779 頃） 漢淸文鑑 입히롬 
現在 --- 입씨름 

 
 조항범（n.d.）が指摘しているように、「입씨름」は「입힐후-」に遡ることができる。元々は名詞「입」
（口）＋動詞「힐후-」の結合によって形成された語であり、のちに「히」>「시」の変化が生じた。一方、

韓国の伝統相撲「씨름」は、15 世紀の「실훔」が変化したものである。 
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teyebumbi「休ませる」 --- --- 
 teyebufi 터여부피 (4-15b-6-4) 
teyembi「休む」 --- --- 
 teyere 터여러 (4-12a-1-1) 
tob「正しい；正に」 톱 (4-15a-4-6) 
toktobumbi「決める；平定す

る」 
--- --- 

 toktobuhangge 톡토부항거 (4-22a-3-1) 
tolombi「数える」 --- --- 
 tolofi 토로피 (4-15a-3-1) (4-19a-5-1) 
tubade「そこ/あそこに；そこ

/あそこで」 
투바더 (4-6b-4-6) (4-9a-4-1) (4-12a-4-2) (4-15b-4-

1) (4-22a-5-4) (4-22b-4-4) (4-24a-2-1) 
tucimbi「出る」 --- --- 
 tucifi 투치피 (4-24b-2-3) 
 tucire 투치러 (4-5a-5-3) 
tuhembi「倒す；落とす」 --- --- 
 tuhetele 투허터러 (4-2b-6-4) 
turgunde「〜の原因/理由で」 툴군더 (4-20a-2-1) (4-20b-1-1) 
turi「豆」 투리 (4-1b-6-6) (4-6a-4-6) (4-6b-1-1) (4-7a-1-4) 
tutambi「落後する」 --- --- 
 tutafi 투타피 (4-7a-5-5) 
tuttu「そのように；あのよう

に」 
툳투 (4-12b-3-2) 

tuwabumbi「見せる；見させ

る；見られる」 
투와붐비 (4-20a-2-4) 

 tuwabu 투와부 (4-20a-1-4) 
tuwambi「見る」 --- --- 
 tuwa 투와 (4-10b-1-3) (4-19b-5-2) 
 tuwaci 투와치 (4-8b-2-5) (4-17a-4-4) 
 tuwafi 투와피 (4-16a-6-4) 
 tuwame 투와머 (4-3a-5-6) (4-11a-2-1) (4-23a-2-3) 
 tuwarengge35 투와렁거 (4-24a-2-5) 
tuwakiyambi「見張る」 --- --- 
 tuwakiyaki 캬키 (4-7a-6-1) (4-9a-1-1) 
tuwanambi「見に行く」 --- --- 
 tuwana 투와나 (4-24a-1-3) 
 tuwanaki 투와나키 (4-23b-5-3) 
 tuwaname 투와나머 (4-23b-4-2) 
tuwašambi「面倒を見る、補給

する；見張る、監視する」 
--- --- 

 tuwašara 샤라 (4-9b-2-1) 
 

35 母音調和に従えば、tuwarenggeではなく、tuwaranggeのはずである。しかし、『淸語老乞大』の当該箇
所では、tuwarenggeの形で現れている。 
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uba「ここ」 우바 (4-2a-2-1) (4-21b-2-5) 
ubaci「ここより」 우바치 (4-11a-6-4) (4-12a-4-1) (4-15b-2-1) 
ubade「ここに/で」 우바더 (4-5a-2-1) (4-7a-5-4) (4-13a-5-1) (4-16a-1-4) 
ucuri「機会、折」 우츄리 (4-24b-2-1) 
udambi「買う」 --- --- 
 udafi 우다피 (4-7a-1-6) (4-14a-2-3) (4-18b-4-5) 
 udame 우다머 (4-11a-5-2) (4-13a-4-3) 
udu「幾つ；いくら〜(だと

て)」 
우두 (4-11b-1-2) (4-15b-4-4) (4-18a-3-3) (4-21a-

3-1) (4-23a-5-2) (4-23a-5-4) 
ufarabumbi「失わせる；損さ

せる；失策させる」 
--- --- 

 ufarabuha 우파라부하 (4-21a-4-5) 
uheri「すべて」 우허리 (4-15a-2-2) (4-23a-5-1) (4-23a-6-2) 
ulebumbi「食物を与える、食

べさせる；筆を墨に浸す；荒

縫いさせる」 

--- --- 

 ulebuki 우러부키 (4-5b-6-1) 
 ulebumbihe 우러붐비허 (4-4b-6-1) 
 uleburakū 우러부라쿠 (4-6b-6-3) 
ulha「家畜」 울하 (4-15b-6-1) (4-21b-4-5) (4-22b-3-3) 
ulhimbi「悟る、理解する」 --- --- 
 ulhihe 울히허 (4-2b-4-4) 
umai「全く(〜でない)」 우매 (4-18b-2-4) (4-21a-4-3) 
ume「否定命令標識」 우머 (4-4a-3-5) (4-4a-6-2) (4-10b-2-3) (4-11b-6-3) 

(4-17a-1-3) (4-19a-2-1) 
umesi「甚だ」 우머시 (4-2b-4-3) (4-3a-1-1) (4-19b-2-5) 
uncambi「売る」 --- --- 
 uncara 운챠라 (4-13a-6-4) (4-16a-1-2) (4-19a-4-2) (4-20b-

2-2) 
unde「まだ〜していない」 운더 (4-1a-3-2) 
unduri「沿道に」 운두리 (4-18a-6-2) 
unenggi「誠；事実；誠実な；

本当の」 
우넝기 (4-4b-1-1) (4-20b-6-1) 

unggimbi「遣わす」 --- --- 
 unggifi 웅기피 (4-7b-1-4) (4-8b-5-3) 
untuhun「空の」 우투훈 (4-23b-3-5) 
urembi「果物が熟する；飯が

調理済みである；熟練する」 
--- --- 

 urehe 우러허 (4-12a-6-4) 
urunakū「必ず」 우루나쿠 (4-10a-3-1) 
ushambi「恨む」 --- --- 
 ushara 웃하라 (4-4a-6-3) 
usiha「星」 우시하 (4-8b-3-2) (4-9b-6-2) 
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usin「田畑」 우신 (4-2a-4-1) (4-5a-2-2) 
uthai「すぐに；即ち」 욷해 (4-4b-4-2) (4-12a-3-1) (4-16b-4-6) (4-17b-4-

4) (4-20a-5-2) (4-22a-5-3) 
uttu「このように」 욷투 (4-5b-6-2) (4-7a-3-1) (4-7b-4-2) (4-9a-1-2) 

(4-9b-1-2) (4-17b-5-4) (4-18b-6-4) (4-22b-1-
2) (4-23b-2-1) (4-25a-3-1) 

uyan「濃くない；腰の弱い

(馬)；柔弱な(人)；柔らかい；

丸木舟の舷と底の境い目」 

우얀 (4-3a-3-3) (4-4a-4-6) (4-5a-4-2) (4-5b-2-2) 
(4-5b-5-2) (4-8a-1-2) (4-13a-1-3) 

wajimbi「終わる」 --- --- 
 wajiha 와지하 (4-8a-3-5) (4-20a-4-3) 
wenjembi「温める；発熱する」 --- --- 
 wenjere 원져러 (4-17a-1-4) 
yabumbi「行く、歩く；行う」 야붐비 (4-1b-1-4) 
 yabufi 야부피 (4-2b-6-6) 
 yabuha 야부하 (4-12b-2-2) 
 yabure 야부러 (4-9b-4-2) 
yadahūšambi「飢える」 --- --- 
 yadahūšaha 야다후샤하 (4-3a-1-2) 
 yadahūšame 야다후샤머 (4-1a-4-1) 
yali「肉」 야리 (4-13a-4-2) (4-14a-1-1) (4-15a-1-2) 
yalumbi「騎乗する」 --- --- 
 yalufi 야루피 (4-1b-1-3) 
 yaluha 야루하 (4-1a-5-2) 
yamji「晩」 얌지 (4-1a-2-6) 
yamjishūn「夕暮れ」 얌짓훈 (4-11a-5-4) 
yargiyan「本当の」 얄갼 (4-24b-3-5) 
yarumbi「導く」 --- --- 
 yarume 야루머 (4-23b-5-1) 
yasai「目の」 야새 (4-12a-2-2) 
yayadambi「舌が回らない調

子で話す」 
--- --- 

 yayadame 야야다머 (4-21a-1-3) 
yooni「すべて」 니 (4-25a-5-4) 
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3. 訂正 
 先行する拙稿に誤記が見つかったため、ここに訂正する。 
[1] 王海波（2026a: 29）における「王敵非（2024）『俄羅斯滿文稀缺文獻釋錄』」の「稀缺」

を「珍稀」に訂正する。 
[2] 王海波（2026d: 21）における「mergesei」および「멀거서」をそれぞれ「mergensei」お

よび「멀건세」に訂正する。『三譯総解』原文ではそれぞれ「mergensei」および「멀건세」

である。 
 なお、『三譯総解』における mergensei は、mergesei の誤記であると考えられる。mergen
の複数形が属格を伴わない形式で現れる例は、『三譯総解』に 4 例確認されるが、いずれ

も mergese の形式をとる。また、岸田（1997: 225）によれば、『三譯総解』における mergensei
は、『満文三国志』および『満漢合璧三国志』の対応する箇所ではいずれも mergesei の形

式である。 
[3] 王海波（2026d: 30）で言及されている烏拉熙春（1992）が、参考文献欄に掲載されて

いない。文献の詳細については、本稿の参考文献欄を参照されたい。 
[4] 王海波（2026f: 17）の脚注 22 第 1段落 5行目における「juwandara- も juwantara-」は

誤記であり、「juwaranda- と juwaranta-」に訂正する。 
[5] 王海波（2026g: 41）の脚注 9 の内容を「『淸語老乞大』の原文は ere diyan i duka be fitai 
dasici であるが、『新滿漢大詞典』（胡增益 1994: 275; 2020: 447）では、これを引用する際

に、fitai を fita と綴っている。」に訂正する。 
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Ch’ŏng-ŏ No-gŏl-dae is one of the books compiled by the Bureau of Interpreters during 
the Joseon Dynasty in Korea. In this work, Written Manchu words were recorded in 
both the Manchu script and the Hangul transcription. Notably, the Hangul transcriptions 
do not always correspond directly to their Manchu script counterparts, suggesting that 
they may reflect phonetic nuances not fully represented in the Manchu script. This 
paper presents a Möllendorff-transcription-based index of Written Manchu words 
found in the fourth volume of Ch’ŏng-ŏ No-gŏl-dae. By aligning the Hangul 
transcriptions with their equivalents in the Manchu script (represented in Möllendorff 
transcription), the index serves as a practical reference for exploring script 
correspondences and phonological details of Written Manchu. 
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